























































Study of educational environment to improve manipulation and thinking 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ということ                             
状況をつくるとは，幼稚園教育要領解説書
によると，子どもたちが興味や関心をもって
主体的に環境に関わり，発達の必要な経験が
できるように，教師が幼児のまわりにある
様々なものの教育的価値を考慮しながら，綿
密に配慮し，構成した環境をいう。
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成のポイントをまとめると以下のようになる。
・教師の遊びを見る目。
・ モノや環境の意味や価値を見い出せる教師
の力。
・ 遊びが次に展開，発展できるような教師の
側の見通しや計画。
・環境に十分関わることができる時間，空間。
・ 子どもが環境に関わる際に用いることがで
きる多様で十分な道具。
・ 比較，関連付ける，検討できるような環境
構成のあり方。
砂や泥の遊び，あるいは積み木などにも特
有の行為といえるかもしれないが，遊びの中
で「壊す」ということについて，松本（1993）
も粕谷（2007）も言及している。今回は遊び
における「壊す」行為について考察できる材
料が十分でなかったため，「壊す」行為につ
いて取り上げることができなかったが，遊び
にとっての意味を今後明らかにしたい。
今回取り上げた遊びは，主に参観により得
た活動の様子に焦点を当てて検討を加えたた
め，考察が偏っていたり，汎用性が低いとこ
ろもあるかもしれない。その点は，今後取り
上げる遊びの範囲を広げて研究にあたってい
きたい。
〈引用文献〉
小川清美　2007　「砂遊びの構造―出会いの種々
相」　『発達』No.110　53－59頁
粕谷亘正　2007　「遊びにおける『壊す』という
行動から見えるもの―砂にかかわる子どもの遊
びと潜在化された砂の本質」『発達』　No.110　
82－88頁　
佐々木晃　2018　『0 ～ 5歳児の非認知的能力』　
チャイルド本社　52－53頁
佐々木晃　2019　「保育の力の育ち合いマネジメ
ント」『岡山県私立幼稚園連盟全体教育研修会　
講演資料』
高山静子　2017a　『環境構成の理論と実践―保育
の専門性に基づいて』　エイデル研究所　59頁
高山静子　2017ｂ　『学びを支える保育環境づく
り』　小学館　42－51頁，76－78頁
松本信吾　1993　「子どもはなぜ砂遊びに魅きつ
けられるのか」『発達』No.56　48－59頁
松本信吾　2007　「保育者の目がとらえた砂遊び」
『発達』No.110　68－74頁
無藤隆　2018　『ここが変わった3法令改訂（定）
の要点とこれからの保育』　チャイルド本社　
27－28頁
文部科学省　2017　『幼稚園教育要領』
文部科学省　2018　『幼稚園教育要領解説』　フレー
ベル館
＊謝辞
保育を参観をさせてくださった幼稚園の皆
様に，心よりお礼を申し上げます。ありがと
うございました。
